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要約

　作業療法士養成課程において臨床実習は学内教育と臨床現場をつなぐ重要な学習過程であ

る。2018年に臨床実習の教育内容などを規定する指定規則が改正され、臨床実習指導者の要

件も変更された。実習指導者は厚生労働省指定の臨床実習指導者講習会を受講することが必須

となり、本学でも講習会を開催している。その中で行われるワークショップでは実習遂行が困

難となっている学生への対処法などが実習指導者間で検討されるが、当事者である学生の意見

は反映されにくい。そこで、6週間の臨床評価実習を終えた作業療法学生を対象に臨床実習指

導者講習会と同じく、実習困難場面を設定したワークショップを行った。テーマは学生と実習

指導者双方が困難場面と考えるコミュニケーション場面を設定した。その結果、学生主体となっ

た意見交換が行われ、個人では得られない新たな気づきや対処法を共有することができた。今

後、高等教育においても、実習に向けたアクティブ・ラーニングなど柔軟な授業展開が求めら

れる。
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Ⅰ．はじめに

　医療専門職の人材育成において、養成教育
と臨床現場のブリッジング（橋渡し）の大き
な役割を果たすのが臨床実習である。臨床実
習は、学生が学内で学んだ知識、技術、態度
の統合を図り、作業療法実践能力の基本を身
に付けるために不可欠な学習過程であり、ま
た、作業療法に必要なコミュニケーションを

基盤とした人間関係能力を育成する重要な機
会である。
　その教育内容や時間数を規定している「理
学療法士作業療法士学校養成施設指定規則

（以下、指定規則）」が、2018年に約20年ぶ
りに改正され、2022年度入学生から適用さ
れる。改正の理由は、わが国の高齢化に伴う
医療需要の増大や、地域包括ケアシステムの
構築など理学療法士及び作業療法士に求めら
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れる役割や知識が変化してきたこと、また学
校養成施設の急激な増加に伴い、臨床実習の
実施方法や評定方法が様々となっている状況
を踏まえたことによる。また近年、臨床実習
における対象者の心身への侵襲性と、実習に
伴う課題により学生の心身の負担などの問題
が表面化してきたことから、指定規則の具体
的指針が示される「理学療法士作業療法士養
成施設指導ガイドライン（以下、ガイドライ
ン）」も改正された。
　今回の指定規則およびガイドライン改正で
は、臨床実習の質の向上を図るため、臨床実
習指導者の要件が変更され、実習方法につい
ても、実習生が診療チームの一員として加わ
り、臨床実習指導者の指導・監督のもとで行
う診療参加型実習（CCS）が推奨されること
となった。臨床実習指導者の要件としては、
臨床経験が ３ 年以上から 5 年以上に変更さ
れ、さらに厚生労働省が指定した臨床実習指
導者講習会（以下、指導者講習会）を修了す
ることが必須要件となった。指導者講習会は
16時間以上の講習時間で、ワークショップ

（参加者主体の体験型研修）形式で実施され
る。講習会のテーマは①理学療法士・作業療
法士養成施設における臨床実習制度の理念と
概要、②臨床実習の到達目標と修了基準③臨
床実習施設における臨床実習プログラムの立
案④臨床実習指導者の在り方⑤臨床実習指導
者およびプログラムの評価⑥その他臨床実習
に必要な項目（⑤⑥は必要に応じて）を基準
に、職業倫理やハラスメント、教育法および
到達目標に達していない困難学生への対応に
ついてなどが、講義とワークショップ形式で
行われる。臨床実習指導者となる理学療法士・
作業療法士が、提示されたテーマに沿って、
お互いの経験に基づき、意見交換することで
よりよい指導法や、学生の困難場面に対しど
のような指導がよいかなど相互学修すること
ができる。

　本学においても、厚生労働省の指定を受け、
2020年度から指導者講習会を開催しており

（コロナ禍によりオンライン形式）、これまで
作業療法士・理学療法士合わせて約160名が
参加した。筆者もファシリテーターとして参
加する中で、特に参加者の熱量を感じる場面
が、「到達目標に達していない困難学生への
対処」についてのセッションであった。はじ
めは、学生の問題点にお互いが共感しながら
も、セッションが進むに従い、そのような学
生への対応の工夫、指導者自身の振り返りや
次へのヒントを共有されていく過程は、講習
会開催の意義を強く感じる場面である。
　しかし一方で、実習指導者として教える側
の意見は共有されるものの、実際に教わる側
の学生の意見が共有されない点がある。実際
に困っている当事者である学生の意見が反映
されれば、双方向の視点から、より効果的な
臨床指導につながるのではないかと考えた。
そこで今回、学生の視点から考える臨床実習
困難場面での対処法について、臨床実習指導
者講習会の形式を用いてワークショップを
行ったので報告する。　
　尚、対象学生には口頭で主旨を説明の上、
同意を得た。

Ⅱ．方法

　臨床評価実習（ 6 週間）を終了した作業
療法専攻 3 年生39名を対象に、実習終了後
セミナーにおいてグループワークによるワー
クショップを行った。事前に「今回の実習中
に困った場面・他の学生からのアドバイスが
欲しいこと」および「今回の実習でこうすれ
ばうまくいったと思ったこと」について考え
ておく課題アンケートを行い、それらの結果
から、多くの学生が困難だったこととして挙
げていた「対象者とのコミュニケーション」
をテーマの １ つとした。具体的には、「話が
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続かない。実習指導者の先生が席を離れた間
に何を話せばよいかわからない」「対象者が
拒否的である場合どうすればよいか」などで
あった。加えて、実習期間中に教員が複数回
の実習訪問が必要であった学生や、帰校して
学内指導が必要であった学生に共通して多く
みられたのは、実習指導者との関係性の悩み
であった。このことから、「実習指導者との
コミュニケーション」についてもテーマとし
た。具体的には「質問するように言われるが、
いつ質問してよいかわからない」「質問に答え
られず、怒られた場合にどう対処すればよい
か」などであった。ワークショップは各グルー
プ 5 ～ 6 名とし、 8 グループで実施した。
　ワークショップの形式は実習指導者講習会
プログラムの方式に従い下記の流れで実施し
た。

①　各自の色違いの付箋（10センチ四方）
に自分の意見や経験を記入する

②　全員で 1 枚の画用紙に貼りながら、
グループで意見の整理や分析を行い、
共通項目を見出すKJ法を用いて意見
を集約する

③　各グループで出された意見について発

表し、全体で意見を共有する。

　教員はテーマの提示および、グループ討議
の進捗確認や滞っている際の助言および、発
表の際の意見集約を行った。

Ⅲ．ワークショップ実践内容

1．対象者とのコミュニケーションについて
　このテーマについては、学生は困難さを感
じながらも、自分なりの対処法を見つけられ
た者も多くいた。そのため、自分なりの対処
法をみつけられた学生から、そうできなかっ
た学生に多くのヒントが享受される場面が多
くみられた。話しかけ方や話題の提示の工夫
など、 ６ 週間の臨床実習で得られた自分な
りの発見や、実習指導者をモデルにしたり、
指導を受けたことをグループ内の学生に説明
する場面が多く見られた。意見の中には、対
象者が話したくないことも尊重して、場を改
めるという対象者に寄り添おうとする意見も
聞かれ、学生は各々自分にはなかった異なる
考え方を素直に受け入れていた。学生から出
された意見を表 1 に示す。

表 1．臨床実習困難場面での対処法（テーマ①）
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2 ．臨床実習指導者とのコミュニケーション
　　について
　このテーマについては、学生自身の実習場
面での行動と切り離せないことから、学生自
身の行動の振り返りや、学生同士で行動修正
を促すような場面も多く見られた。実習指導
者とのコミュニケーションの取り方について
のロールモデルは、実習期間中に同じ施設に
他の実習学生がいない限りは見つけることが

難しい。そのため、困難を感じていた学生に
とっては、今回のワークショップがロールモ
デルを見つける機会となり、また自分自身で
は気が付かなかった自己の言動の問題点など
に気づく機会となっていた。学生同士で「そ
の態度は怒られるわ！」「質問に答えられるよ
う勉強せなあかんで」など、学生同士だから
こそ成立するような会話が多く見られていた。
学生から出された意見について表 2 に示す。

3 ．全体を通して
　いずれのグループにおいても学生自身の経
験をもとに、多くの意見が出されていた。ま
た、グループ内で積極的な意見交換や、質疑
応答などが学生主体で行われる場面が多くみ
られた。ワークショップ終了後、学生からは

「自分以外の考えを聞けて、選択肢が広がっ
た」「学生である自分が困っているときは、
実習指導者の先生も困っていることに気づく
ことができた」との意見が出され、学生にとっ
て多くの学びの機会となっていた（図 １ ～
4 ）。

Ⅳ．考察

　2018年に指定規則が改正され、臨床実習
の在り方も変わってきた。その中で、実習指
導者が指導上で特に困難を感じるのは「学生
の対人スキル」であるとの報告がある。また
山下ら（2022）も、初めての臨床実習指導
者が困難を感じる場面について、「実習生と
のコミュニケーション不足」であることを報
告している。工藤（2011）は、実習遂行が
困難になる学生に共通するのは「コミュニ
ケーション能力に問題を抱えている」ことと

表 2．臨床実習困難場面での対処法（テーマ②）
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し、特に「実習指導者や対象者と話ができな
い」「内容を膨らませて会話を続けられない」
などを挙げている。これは今回学生から挙げ
られていた困難場面と一致していた。また中
本ら（2020）も、「対象者や指導者とのコミュ
ニケーションに苦慮し、実習遂行困難になる
学生も少なくない」としている。これらのこ
とから、実習指導者の視点からも、学生の視
点からも、臨床実習で困難場面となりやすい
のは共通してコミュニケーション面であると
考えられた。
　今回、作業療法学生の視点から①対象者と
のコミュニケーション②臨床実習指導者との
コミュニケーションをテーマに設定し、臨
床実習困難場面での対処法についてワーク

ショップを行った。その結果、臨床実習で想
定される困難場面での対処法について学生間
で共有することができた。
　対象者とのコミュニケーション困難場面へ
の対処法として挙げられた内容は、これまで
授業等で学習してきたスタンダードな傾聴技
法が挙げられていた。内容としては学生に
とって授業で学んだ既知の内容であったはず
だが、これらを学生自身が自分の経験からリ
アリティを持って他の学生に伝えられたこと
は大変意義深い。また臨床実習指導者とのコ
ミュニケーションについては、学内の実習前
指導などで指導される基本的態度の項目が挙
げられていた。実習前は、教員からの細かな
指導に辟易する学生も多くいると思われる

図 3．グループワークの様子③ 図 4．グループワークの様子④

図 1．グループワークの様子① 図 2．グループワークの様子②
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が、実際実習に行った後にはそれらが大変重
要なスキルであることの気づきが得られたと
考える。
　またこれら、学生が今後臨床実習で困難に
なるであろうと想定する場面について、事前
に対処法を確認できるメリットも大きい。宮
本ら（2021）は、医療系学生の臨床実習前
の不安の質を”どうしたらよいかわからない
不安“から、”対処できる不安“に変容させる
ことで、学生の臨床実習適応能力を高める可
能性を示唆している。このことから、このワー
クショップが学生の実習適応能力を高めるこ
とにつながる可能性も考えられた。
　また今後は、実習指導者講習会で実習指導
者が考える困難場面での対処法と、学生が考
える対処法を双方から検討することで、より
効果的な臨床教育につなげられるのではない
だろうか。それが実践されれば、学生・実習
指導者ともに協力的で円滑な臨床実習につな
がる可能性がある。
　現在、作業療法臨床実習は新しい体制への
過渡期である。今後は「教える・教わる」と
いう上下関係だけでなく、ともに良質な専門
職を養成するための共同作業であるという意
識をもつことは、学生の主体性や学生が自分
自身を主体的に助ける行動につながる可能
性があるのではないだろうか。新井（2022）
は高等教育においての実践改革が求められて
いることを指摘している。今後、大学でも学
習者が主体的に知識を得ようとする授業への
転換、アクティブ・ラーニングによる知識の

「ネットワーク化」、共同的な学びから得る思
考レパートリーの蓄積につながるような教育
が求められる。時代に応じた柔軟な教育体制
を整えていくためにも教員自身もパワーアッ
プしていきたい。
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